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あり方検討会からの提言（資料１－６参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【将来像（案）】■基本理念が実現された姿 将来こうあるべきとして目指す理想像 

区民活動の多様性を活かし、地域と共に歩むいたばし総合ボランティアセンター 

【あり方検討会提言要旨】 

 ■【あり方提言】誰もが参画できる→多様性  

  ■【あり方提言】ネットワークの構築➡地域還元➡相談要望（循環システム）→地域と共に歩む 

 

  

B 

C 

【基本理念（案）※あり方検討会で提言された考え】 

～将来像（イメージ図）を実現するための考えを文章化したもの～ 

 

一人ひとりがより良い日常を送るため(注 1)に、区民・団体・法人に関

わらず、それらの自主性に基づき、ボランティア・市民活動を行うこと

を包括的に支援・推進することを目的として設置する。 

様々な分野の多様な団体等の協働を促すため、センターが中心となり

ネットワークを構築し（注２）、社会性・創造性の高い活動に寄与する（注

３）ことを目指すものである。 

将来像イメージ図 
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区 民 生 活 

地   域 

―――誰ひとり取り残さない――― 

センターを通じて、各分野（枝）、各

団体等（花）の繋がり・ネットワーク

を構築し、活動の幅を広げていく。 

活動の成果を地域に還元

し、様々な活動を地域・区

民生活に根付かせていく。 

地域・区民生活から相

談・要望を吸い上げ、活

動に繋げる。 

ネットワークの構築 

地域還元 

相談・要望 

SDGｓの推進 

A 

注１：相談・要望（C） 

注２：ネットワークの構築（A） 

注３：地域還元（B） 


